　題材構造図「Ｂ　生物育成に関する技術」





















知識・技能





思考・判断・表現





⑩定植


有機質肥料や無機質肥料（化学肥料）を混ぜた培養土をつくり，ブロッコリーの苗を定植することができる。【安全性】【環境】【品質・収量等の効率】（２）ア











⑫追肥


環境が与えた影響と人の管理作業の結果を考慮しながら生育状態に応じた肥料を選ぶことができる。【安全性】【品質・収量等の効率】【環境】【経済性】（２）ア


（２）ア








よりよい生活や持続可能な社会の構築に向けて生物育成の技術を工夫して創造していこうとしている。





主体的に学習に取り組む態度





⑦種まきと生育環境


発芽率が高くなるように種をまいたり，苗を丈夫に成長させたりするための，生育環境の調節ができる。【安全性】【環境】【品質・収量等の効率】【経済性】（１）ア











自らの問題解決とその過程を振り返り，よりよいものになるよう改善・修正しようとしている。





⑨管理作業


育成計画に沿い，観察の結果を踏まえ，安全・適切な育成環境の調節や，作物の管理ができる。【安全性】【環境】【品質・収量等の効率】（１）ア








貫く課題





題材　「安全で環境にやさしい野菜作りに挑戦しよう」（全１７時間）








進んで生物育成の技術と関わり，主体的に理解し，技能を身につけようとしている。





④動物を育てる技術　


動物の環境を整える技術や成長を管理する技術について説明できる。【品質・収量等の効率】【生産の仕組み】【生命倫理】（１）ア











⑤水産生物を育てる技術


水産生物の環境を整える技術や成長を管理する技術について説明できる。【品質・収量等の効率】【生産の仕組み】【生命倫理】（１）ア











　　　　　　　安全で，効率よく，環境にやさしい生物を育成するにはどうしたらよいだろうか。





自分なりの新しい考え方や捉え方によって解決策を構想しようとしている。





⑥生物の育成計画


「品質・収穫等の効率」「安全性」「環境」「経済性」などを大切にし，生物の育成計画表等に表すことができる。【安全性】【環境】【品質・収量等の効率】【生産の仕組み】【経済性】（２）イ








①生物育成の技術の目的


生物育成に関する技術の見方・考え方に気付くことができる。【安全性】【環境】【品質・収量等の効率】【生産の仕組み】【経済性】【生命倫理】（１）イ








③植物を育てる技術


植物の環境を整える技術や成長を管理する技術について説明できる。【品質・収量等の効率】【生産の仕組み】（１）ア











②生物を育てる技術　


スプラウトの栽培実験から，生物と環境の関係に気付くことができる。【品質・収量等の効率】【生産の仕組み】（２）イ





⑧土の準備


単粒構造と団粒構造の土を比較し，より丈夫な株を育てるための方法に気付くことができる。【品質・収量等の効率】【生産の仕組み】（２）イ








⑪病害虫の防除


ブロッコリーや小松菜の状態に応じた，病害虫の防除方法について，合理的な解決作業が決定できる。【安全性】【品質・収量等の効率】【環境】【経済性】（２）イ











⑬露地栽培と室内栽培の比較・検討


小松菜の露天栽培と室内栽培のそれぞれの技術について，記録したデータを基に評価する。【安全性】【品質・収量等の効率】【環境】【経済性】（２）イ











⑭収穫・評価


これまでの作業を振り返り，生物育成の役割や影響，最適化について説明できる。【環境】【経済性】（２）イ











バイオテクノロジーの可能性と課題に気付き，今後私たちの生活を豊かにする生物育成に関する技術の在り方を考えようとしている。





⑮生物育成の技術との関わり


生物育成に関する技術を環境的，経済的，社会的側面から比較・検討することができ，適切な解決策を決定できる。【環境】【経済性】【生命倫理】（３）イ





⑰生物育成の新しい技術の開発


これからの私たちの生活を豊かにする生物育成に関する技術の在り方についての提言をまとめることができる。【安全性】【環境】【品質・収量等の効率】【生産の仕組み】【経済性】【生命倫理】（３）イ











⑯生物育成の技術の可能性と役割


生物育成に関する技術が，生活や社会に果たしている役割と影響について説明できる。【環境】【経済性】【生命倫理】（３）ア





＜学習後の生徒の意識＞


・安全で環境にやさしい生物育成をするために，生物育成と生活や社会，環境との関わりについて理解できた。


・安全で環境にやさしい生物育成を実現させるために，問題を見いだして，解決策を構想するとともに，適切な管理方


法や調整方法など，新しい発想や応用について考えていきたい。


・これまでの改良・工夫されてきた伝統的な栽培技術やバイオテクノロジー等の先端技術は，私たちの生活の向上や自


然環境を守ることにつながっているので家庭菜園に役立てていきたい。








